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令和６年３月１５日 相模原市教育センター 学習情報班 発行 

 

GIGA スクール構想が始まり４年目、タブレット PC 等の ICT は、授業等の課題に応じて「自分で

選んで使うもの」に変わっています。さがみはらGIGA 通信では、相模原市立小中学校等が取り組む、

タブレットPCを効果的に活用した新たな学びの姿をレポートしていきます。第１５回は、文部科学

省のリーディングDXスクール生成 AI パイロット校、中野中学校の取組について紹介します。 

 
 
 
 

 
 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

文科省ガイドラインP４「生成AIの教育利用の方向性」 

生成AI パイロット校について 初等中等教育段階における 

生成 AI の利用に関する 

暫定的なガイドライン 

（以下、文科省ガイドライン） 

生成AI が急速に普及する中、文部科学省で

は令和５年７月「初等中等教育段階における

生成 AI の利用に関する暫定的なガイドライ

ン」を公表するとともに、文部科学省としての

パイロット的な取組として、教育活動や校務

において生成AIの活用に取り組む全国５２校

を指定しました。「効果的な教育実践の創出」

を行うことで、今後の更なる議論に資するよ

う、知見の備蓄を進めることとしており、相模

原市では、中野中学校がパイロット校として

参加しています 

相模原市においては、授業づくりや校務における言

語生成 AI の活用について、先生方が実証的に活用で

きる環境です。また、その他 AI コンテンツについて

も、条件のもと使用できるものがあります。 

AI コンテンツの活用については、年齢制限等を確認

し、文科省ガイドライン内の「各学校で生成 AI を利

用する際のチェックリスト」等を参考に、著作権やフ

ァクトチェック等の留意点に注意して活用ください。 



中野中学校の生成AI の導入から活用までを紹介します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【生成AI の利用前】１人１台端末の活用と授業研究 

 

 

 

 

 

 

 

１人１台端末の活用が進み、授業等において、生徒間での情報共有や他者参照が日常的に行われ

ています。共有ファイルの同時編集やチャットを使った情報共有は、認知の異なる生徒に対しての

最適な学びの環境づくりに、タブレット PC が役立っています。 

▼スプレッドシートやGoogleChat で学び

を共有することが習慣的に行われている。 

Google Chat 

令和 5 年 10 年使用開始 

▲学び方や学習進度は、生徒が自分

で選択する授業が行われている。 

【生成AI の利用に向けて】生成 AI を理解し、上手に活用できるよう準備しました 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

▲11 月、AI コンテンツで作成した上記資料を

活用し、職員研修を実施。教務主任、研究主任

を中心に、校内での導入までの流れや使い方、

情報モラル、セキュリティについて、職員研修

を行い、共通理解を図った。 

▲12 月、対話型生成 AI のアカウント作成後、生徒・保護者を

対象に企業講師による生成 AI に関する講演等を行った。 

さらに、授業でプロンプトの作成を開始し、学習における活

用方法を探ることができた。 

【生成AI の活用】生成 AI を理解し、上手に活用できるよう取り組みました 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

承諾書例 

言語生成 AI（Chat GPT 等）の中学生使用にあたっては、保護者承諾が必要と

なるため、文科省ガイドラインを参考に生成 AI を用いて保護者承諾書を作成し、

年齢制限や発達段階に配慮した活用を確認しました。また、使用に際して、指示

文（プロンプト）への習熟や回答は誤りを含む等の認識を持ち、最後は自分自身

で判断するという基本姿勢が必要となることに気付きました。 

▲美術の時間、生成AI を

使用した壁打ち（問いの

繰り返し）で、自分で考

えた制作のポイントを深

めていくことができた。 

▲作品のテーマやポイントを共

有（他者参照）し、生成 AI

の力を借りつつ、他者との対

話をすることで、様々な表現

方法を見つけていた。 

授業で生成AI の活用を繰り返す中、

先生は「生徒が探究的な学習に主体的

に取り組めるようになった」「課題の設

定が具体化できるようになった」、「情

報の信憑性について考えるようになっ

た」など、情報活用能力の育成が図られ

たことを実感していました。 

タブレットPCや生成 AIの活用が、

先生の授業づくりや児童生徒の学び方

を大きく変えていくのではないかと考

えています。 


